
ま
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
が
、
二
〇
二
二
年

二
月
の
侵
攻
以
来
、
未
だ
に
戦
争
解
決
の
糸
口
も

見
え
な
い
ま
ま
、
す
で
に
二
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻

を
批
判
す
る
言
説
に
終
始
し
て
い
る
が
、
実
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
軍
事
衝
突
は
表
面
的
な
事
象
に

過
ぎ
ず
、
こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
よ
り
深
刻
な

価
値
対
立
の
問
題
が
潜
在
し
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
二
〇
二
二
年
九
月
三
十
日
演

説
で
は
、現
代
に
お
け
る
欧
米
型
の
人
権
主
義（
性

転
換
や
中
絶
の
権
利
等
）
を
、
自
ら
の
宗
教
観
に
照

ら
し
て
「
サ
タ
ニ
ズ
ム
（
悪
魔
崇
拝
）」
と
特
徴
付

け
、
そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
世
界
中
に
強
制
し
よ

う
と
す
る
欧
米
の
覇
権
主
義
に
対
峙
す
る
普
遍
的

な
拠
り
所
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
（
注

１
）。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
多
く
の
中
東
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
が
ロ
シ
ア
に
賛
同
し
て
い
る
事
実

で
あ
る
（
注
２
）。
究
極
的
に
は
、
現
在
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
自
由
・
民
主
主
義
を
標
榜
す
る

欧
米
諸
国
と
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
反
欧
米
諸
国
の

価
値
対
立
が
背
景
に
潜
ん
で
い
る
と
い
え
る
（
注

３
）。

（
２
）
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
へ
の
対
応
に
際
し
て
、
中
国
の
動
向
に
注
目

選
択
課
題
１　

真
実

民
主
主
義
の
揺
ら
ぎ
と
私
た
ち
の「
真
実
」

田た

中な
か

泰ひ
ろ

斗と

（
大
阪
府
／
私
立
清
風
高
等
学
校
二
年
）

佳作
「
民
主
主
義
と
は
、
頭
を
か
ち
割
る
代
わ
り
に
、

頭
数
を
数
え
る
こ
と
だ
」（
Ｗ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
）

１
．
は
じ
め
に

こ
の
現
実
社
会
は
ア
ポ
リ
ア
に
満
ち
て
い
る
。

難
解
な
社
会
問
題
を
生
起
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
背

景
に
熾
烈
な
価
値
対
立
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
真

実
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
概
念
に
さ
え
、
実
は
、

反
対
意
見
が
根
強
く
潜
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

民
主
主
義
で
あ
る
。
戦
後
、
多
く
の
日
本
人
は
、

民
主
主
義
の
採
用
こ
そ
が
自
由
で
開
か
れ
た
近
代

国
家
の
デ
フ
ォ
ル
ト
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
真
実
」

だ
と
信
じ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
疑
わ
せ

る
事
象
が
近
年
は
後
を
絶
た
な
い
。
例
え
ば
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う

事
象
は
、
民
主
主
義
が
本
当
に
最
適
解
と
い
え
る

の
か
、
私
た
ち
に
再
考
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。

民
主
主
義
へ
の
疑
念
が
膨
れ
上
が
り
、現
在
で
は
、

民
主
主
義
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
蓋
し
、
光
に
は
闇
が
伴
う
よ
う

に
、「
真
実
」
に
は
必
ず
虚
偽
が
伴
う
に
も
拘
わ

ら
ず
、
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
命
題
が
、
十
分
な
論

証
も
な
く
、
所
与
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

背
景
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
政
体
に
関
す

る
「
真
実
」
の
探
求
に
焦
点
を
絞
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ま
で
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
民
主
主
義
の
意
義

を
再
考
し
、
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
様
々
な
言
説
の

真
偽
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
私
た
ち
が
目

指
す
べ
き
社
会
の
方
向
性
を
措
定
し
た
い
。

２
．
民
主
主
義
を
揺
る
が
す
事
象
考
察

（
１
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争



の
民
主
主
義
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
時
代
の
ベ
ク
ト
ル

は
逆
を
向
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
こ
に

興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
のV

-dem

研
究
所
が
、
世
界

の
民
主
主
義
の
度
合
い
を
独
自
に
指
標
化
し
、
世

界
各
国
を
「
自
由
民
主
主
義
国
（
完
全
型
）」「
選

挙
制
度
の
あ
る
民
主
主
義
国
（
不
完
全
型
）」「
選

挙
制
度
の
あ
る
独
裁
国
」「
閉
鎖
的
な
独
裁
国
」

に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
二
〇
二
二
年
報
告
書
に

よ
れ
ば
、「
自
由
民
主
主
義
国
」
に
分
類
さ
れ
る

の
は
、
わ
ず
か
三
四
カ
国
に
止
ま
り
、
人
口
規
模

で
い
う
と
世
界
の
一
三
％
に
過
ぎ
ず
、
他
方
で
、

「
選
挙
制
度
の
あ
る
独
裁
国
」
と
「
閉
鎖
的
な
独

裁
国
」
に
分
類
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
カ
国

と
三
〇
カ
国
に
及
び
、
人
口
規
模
で
は
世
界
の
七

〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
西
側
陣
営
に
与
す

る
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
衝
撃
の
事
実
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
所
与
の
前
提
と
し
て
教
わ
っ
て
き

た
民
主
主
義
が
、
世
界
的
に
み
れ
ば
、
圧
倒
的
に

少
数
派
で
、
現
在
、
非
民
主
主
義
国
の
比
率
の
方

が
高
く
、
し
か
も
、
民
主
主
義
国
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
と
い
う
（
注
５
）。
そ
の
背
景
に
は
、

ロ
シ
ア
や
中
国
と
い
っ
た
専
制
国
家
が
、
経
済
力

や
軍
事
力
を
利
用
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の

国
々
を
自
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
組
み
込
ん
で
い
る
状

が
集
ま
っ
た
。
民
主
主
義
国
で
は
、
新
た
な
政
策

を
決
定
・
実
施
す
る
場
合
に
非
常
に
多
く
の
時
間

と
労
力
を
要
す
る
（
機
動
性
・
迅
速
性
の
欠
如
）
の

に
対
し
て
、
中
国
の
よ
う
な
独
裁
的
な
国
家
で
は

指
導
者
の
鶴
の
一
声
で
政
策
を
決
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
感
染
症
へ
の
対

策
が
効
果
的
に
実
施
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時

の
中
国
で
は
、
強
権
的
な
手
法
で
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
」
を
遂
行
し
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）

や
厳
格
な
検
疫
体
制
を
敷
く
こ
と
で
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
を
抑
え
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
成
功
体
験

か
ら
、
現
在
の
習
近
平
政
権
は
、
重
要
な
こ
と
は

秩
序
の
維
持
と
国
民
生
活
の
安
定
・
発
展
で
あ
り
、

欧
米
的
な
民
主
主
義
を
否
定
し
、
共
産
党
独
裁
に

よ
る
独
自
路
線
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
デ
ル
が
、

中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
独
裁
的
国
家
に
魅
力
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
事
実
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
（
注
４
）。

（
３
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ンV

-dem

研
究
所
調
査

こ
の
よ
う
な
事
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と

き
、
本
当
に
、
民
主
主
義
は
我
々
に
と
っ
て
の
最

適
解
と
い
え
る
の
か
疑
問
が
生
じ
る
。
か
つ
て
私

た
ち
は
、
民
主
主
義
の
正
当
性
を
所
与
の
前
提
と

捉
え
、
い
ず
れ
は
ロ
シ
ア
や
中
国
も
こ
の
欧
米
型

the number of countries and the share of the world’s population by regime type（注 7） 



年
世
界
恐
慌
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
ド
イ
ツ
で
も

失
業
者
が
増
大
し
社
会
不
安
が
広
が
っ
た
。
十
分

な
対
策
を
打
て
な
い
政
府
へ
の
不
満
を
吸
収
す
る

こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
長
け
て
い
た
ヒ
ト
ラ

ー
は
演
説
を
通
じ
て
国
民
の
支
持
を
集
め
、
ナ
チ

ス
党
は
、
一
九
三
二
年
の
選
挙
で
遂
に
第
一
党
へ

と
躍
進
す
る
。
当
時
、
ま
だ
議
会
で
過
半
数
を
獲

得
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
大
統
領
は
共
産
主
義
の
拡
大
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
ナ
チ
ス
と
手
を
組
む
こ
と
を
決
意
し
、

ヒ
ト
ラ
ー
を
首
相
に
任
命
し
た
。
一
九
三
三
年
一

月
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
正
式
に
発
足
す
る
と
、
彼

は
そ
の
二
日
後
に
議
会
を
解
散
し
、
総
選
挙
に
打

っ
て
出
る
が
、
そ
の
際
に
、
国
会
議
事
堂
放
火
事

件
を
理
由
に
約
四
〇
〇
〇
人
の
共
産
党
員
を
逮
捕

し
、
共
産
党
員
へ
の
投
票
を
無
効
化
し
、
そ
の
結

果
、
ナ
チ
ス
党
は
過
半
数
を
獲
得
す
る
成
果
を
得

る
。
そ
し
て
一
九
三
三
年
三
月
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
全

権
委
任
法
を
制
定
し
、
議
会
の
法
律
で
は
な
く
、

政
府
の
命
令
で
す
べ
て
を
決
定
で
き
る
権
限
を
獲

得
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
実
上
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
議
会
制
民
主
主
義
は
崩
壊
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
三
四
年
八
月
に
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
が

亡
く
な
る
と
、
大
統
領
と
首
相
の
権
限
を
統
一
し

た
「
総
統
（
フ
ュ
ー
ラ
ー
）」
の
地
位
に
就
任
し
、

完
全
な
独
裁
体
制
が
確
立
さ
れ
、
こ
の
世
界
に
あ

で
、
国
民
主
権
へ
と
進
展
し
た
。
そ
し
て
、
主
権

者
で
あ
る
国
民
の
意
思
は
そ
れ
を
代
表
す
る
議
会

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
仕
組
み
が
確
立
し
て
い

く
。
議
会
制
民
主
主
義
の
登
場
で
あ
る
。
選
挙
を

通
じ
た
代
表
民
主
制
と
い
う
枠
組
が
デ
フ
ォ
ル
ト

に
な
る
と
、
次
に
、
そ
の
議
会
は
「
誰
を
」
代
表

す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。つ
ま
り
、

国
民
主
権
原
理
の
も
と
、「
議
会
＝
全
国
民
の
代

表
」
と
い
う
認
識
は
、
明
ら
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
。
民
主
主
義
で
は
、
基
本
的
に
政
策
は

多
数
決
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
民
主
主
義
の
過
程

に
反
映
さ
れ
な
い
少
数
派
の
権
利
の
問
題
が
存
在

し
続
け
た
。

（
２
）
民
主
主
義
の
危
機

近
代
に
確
立
し
た
民
主
主
義
は
、
や
が
て
二
〇

世
紀
に
大
き
な
試
練
を
経
験
す
る
。
ド
イ
ツ
・
ナ

チ
ス
の
台
頭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ト
ラ
ー
率

い
る
ナ
チ
ス
が
ド
イ
ツ
で
政
権
を
獲
得
す
る
過
程

は
、
決
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
っ
た
暴
力
で
は
な

く
、
ま
さ
に
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
独

裁
政
権
を
確
立
し
た
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
時
の
ド
イ
ツ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

敗
れ
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
一
三
二
〇
億

マ
ル
ク
と
い
う
返
済
不
可
能
な
莫
大
な
賠
償
金
を

課
せ
ら
れ
疲
弊
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
九

況
が
指
摘
で
き
る
（
注
６
）。

３
．
民
主
主
義
の
生
成
と
試
練

（
１
）
民
主
主
義
の
意
義
と
歴
史

現
在
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
状
況
を
分
析
す
る

に
際
し
て
、
民
主
主
義
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。
そ
も
そ
も
、
民
主
主
義
（dem

ocracy

）

と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
人
民
（dem

os

）
と
支
配
・

権
力
（kratia

）
か
ら
な
る
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ア

（dem
okratia

） 

を
語
源
と
し
て
い
る
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
プ
ニ
ュ
ク
ス
と
い
う
丘

に
集
ま
り
、
民
会
で
ポ
リ
ス
の
政
策
に
つ
い
て
闊

達
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、
採
決
を
す
る
と
い
う
直

接
民
主
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
言
葉
通
り
の

「
自
己
統
治
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
の
民
主
主
義
に
は
、
常
に
批
判
が
付
き
ま
と
っ

て
い
た
。
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
は
、
民
主
主
義
を
無
知
な
大
衆
が
支
配
す
る
堕

落
形
態
の
「
衆
愚
政
治
」
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

実
際
に
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
以
後
、
衰
退
の
一

途
を
辿
る
こ
と
と
な
る
（
注
８
）。

民
主
主
義
に
肯
定
的
な
評
価
が
見
ら
れ
る
の
は

近
代
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
近
代
に
至
る
と
、

人
類
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
通
じ
て
「
主
権
」
と

い
う
概
念
を
発
見
し
、
古
代
か
ら
の
民
主
主
義
と

い
う
概
念
は
、
こ
の
「
主
権
」
と
結
合
す
る
こ
と



て
い
た
。
多
く
の
人
々
が
、
怠
慢
、
臆
病
、
自
己

保
身
、
他
者
へ
の
無
関
心
か
ら
、
ナ
チ
ス
の
芽
を

刈
り
取
る
機
会
を
見
逃
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
禍
害
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
排
外
主
義
や
人
種
主
義
を
直
接
推
進
し

た
人
々
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
の
横
暴
に
眉
を
ひ
そ

め
、人
権
弾
圧
に
一
抹
の
不
安
を
抱
い
て
い
た「
市

井
の
人
々
」
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

（
注
11
）。

（
４
）
民
主
主
義
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス

か
つ
て
の
ド
イ
ツ
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
強

力
な
指
導
者
が
、
当
時
の
経
済
不
況
か
ら
生
じ
る

社
会
不
安
を
煽
っ
て
、
社
会
の
中
で
疎
外
感
を
持

っ
た
集
団
に
「
移
民
排
斥
」
を
訴
え
て
支
持
を
集

め
、
政
権
を
奪
取
し
た
が
、
こ
れ
は
現
代
に
も
共

通
し
た
事
象
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
元
大

統
領
は
、「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
衰
退

し
た
工
業
地
域
で
未
来
に
不
安
を
抱
く
白
人
労
働

者
や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
中
絶
の
権

利
と
い
っ
た
現
代
的
な
価
値
観
に
馴
染
め
な
い
保

守
的
な
人
々
、
こ
の
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
「
忘

れ
去
ら
れ
た
人
々
」
に
対
し
て
、
移
民
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
、
同
性
愛
者
等
へ
の
排
斥
を
訴
え
、「
私

は
あ
な
た
の
声
だ
（I am

 your voice

）」「
ア
メ

リ
カ
を
再
び
偉
大
な
国
に
（M

ake A
m

erica 

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
人
種
主
義
の
思
想
に
好
意
的
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
種
と
い
う
個
人
の
力
で

は
変
え
よ
う
が
な
い
属
性
で
人
間
を
差
別
す
る
こ

と
は
、
自
己
の
優
越
感
を
満
た
す
格
好
の
手
段
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ト
に
よ
る
と
、
一
九

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
階
級
社
会
や
二
〇
世
紀
初
頭

の
東
欧
の
旧
帝
国
解
体
が
、「
取
り
残
さ
れ
た

人
々
」「
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
」
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。
自
分
は
代
表
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
る
モ
ッ
ブ
に
と
っ
て
、
議
会
制
民
主
主

義
は
憎
悪
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と

は
異
な
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
を
探
し
求
め
、
ナ
チ

ス
に
傾
倒
し
つ
つ
、
ナ
チ
ス
の
積
極
的
な
原
動
力

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
注
10
）。

さ
ら
に
問
題
は
、
ナ
チ
ス
に
積
極
的
に
加
担
し

た
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
積
極
的
に

加
担
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
傍
観
し
続
け
た

人
々
の
問
題
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
当
初
、

ナ
チ
ス
が
弾
圧
の
対
象
と
し
た
の
は
、
共
産
主
義

者
だ
っ
た
。
多
く
の
国
民
は
自
分
に
は
関
係
が
な

い
か
ら
と
そ
れ
を
見
過
ご
し
た
。
次
に
、
ナ
チ
ス

が
社
会
主
義
者
を
弾
圧
し
た
と
き
も
、
さ
ら
に
、

労
働
組
合
や
メ
デ
ィ
ア
を
弾
圧
し
た
と
き
も
、
自

分
に
は
関
係
が
な
い
と
見
過
ご
し
た
。
や
が
て
ユ

ダ
ヤ
人
へ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
開
始
さ
れ
た
と

き
、
も
は
や
時
計
の
針
を
戻
す
す
べ
は
な
く
な
っ

ま
り
に
も
多
く
の
殺
戮
と
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と

と
な
る
（
注
９
）。

（
３
）
ナ
チ
ス
台
頭
の
要
因

ナ
チ
ス
の
台
頭
を
許
し
た
原
因
は
一
つ
で
は
な

い
。
ま
ず
、
制
度
的
に
、
当
時
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
は
、
国
民
主
権
、
男
女
平
等
の
普
通
選
挙
の
導

入
に
加
え
て
、
世
界
で
初
め
て
の
社
会
権
の
保
障

な
ど
、極
め
て
進
歩
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
当
時
、

世
界
に
先
駆
け
て
「
法
治
主
義
」
の
概
念
も
導
入

し
、
制
度
と
し
て
は
、
か
な
り
民
主
的
で
自
由
主

義
的
な
優
れ
た
内
容
か
ら
で
き
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
逆
に
、
あ
ま
り
に
自
由
民
主
主
義
的
で
あ
っ

た
た
め
、
ナ
チ
ス
に
さ
え
政
権
獲
得
の
自
由
を
許

し
て
し
ま
う
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
招
い
た
。
ま

さ
に
究
極
の
自
由
が
、
自
由
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
何
よ
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
に
は
、
独

裁
を
生
む
土
壌
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
は
、『
全

体
主
義
の
起
源
』
の
中
で
「
モ
ッ
ブ
」
の
存
在
を

説
い
て
い
る
。
モ
ッ
ブ
と
は
、
現
代
社
会
の
脱
落

者
で
あ
り
、社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
々
を
い
う
。

モ
ッ
ブ
は
、
社
会
の
中
に
居
場
所
が
な
く
、
自
分

を
閉
め
出
し
た
社
会
に
鬱
屈
し
た
思
い
を
持
ち
、

自
分
を
代
表
し
な
い
議
会
を
憎
ん
だ
。モ
ッ
ブ
は
、



え
る
（
平
和
的
解
決
）」
方
が
断
然
ま
し
な
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
民
主
主
義
は
決
し
て
完
璧
な
選

択
肢
と
は
い
え
な
い
が
、
歴
史
的
経
験
を
踏
ま
え

れ
ば
、
少
な
く
と
も
独
裁
政
治
よ
り
は
は
る
か
に

ま
し
な
次
善
の
選
択
肢
と
い
え
、
今
も
な
お
、
そ

れ
に
代
わ
る
選
択
肢
が
見
当
た
ら
な
い
以
上
、
民

主
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
は
ベ
ス

ト
で
な
く
と
も
ベ
タ
ー
な
選
択
だ
と
結
論
付
け
ら

れ
る
。

５
．
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に

で
は
、
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
独
裁
か
ら
ど

の
よ
う
に
民
主
主
義
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
、
ナ
チ
ス
や
そ
の
ほ
か
の
独
裁
国

家
の
歴
史
的
経
験
か
ら
、
民
主
主
義
は
、
と
に
か

く
非
常
に
脆
弱
で
壊
れ
や
す
い
も
の
だ
と
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
が
民
主

主
義
の
維
持
に
向
け
て
努
力
を
絶
や
さ
な
い
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
人
間
は
、
生
来
的
に
す
ぐ
他
者
と

の
相
違
点
を
強
調
し
「
私
た
ち
」
と
「
彼
ら
」
を

区
別
し
た
が
る
。
す
な
わ
ち
、
人
種
、
言
語
、
宗

教
、
信
条
等
が
異
な
る
他
者
を
排
除
し
た
が
る
傾

向
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
思
考
は
「
移
民
排
斥
」

等
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
に
煽
ら
れ
分
断
を
招
き
や
す

い
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
は
、「
柔
ら
か

い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
こ
れ

民
主
主
義
に
は
い
つ
の
時
代
に
も
批
判
が
付
き

ま
と
う
。
例
え
ば
、コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
頃
、

民
主
主
義
は
政
策
決
定
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

た
め
、
た
と
え
独
裁
で
も
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
発
揮
で
き
る
方
が
よ
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
ナ
チ
ス
と
い

う
歴
史
的
経
験
を
適
正
に
踏
ま
え
て
い
る
の
か
、

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
他
方
で
、
か
つ
て
の
プ

ラ
ト
ン
の
よ
う
に
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
の
扇
動
に
よ
っ

て
、
容
易
に
衆
愚
政
治
に
陥
り
や
す
い
と
民
主
主

義
自
体
を
そ
も
そ
も
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
確

か
に
、
民
主
主
義
に
は
そ
の
よ
う
な
脆
弱
性
は
あ

る
。
し
か
し
、
人
類
の
歴
史
上
、
独
裁
者
が
現
れ
、

民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
廃
棄
し
た
と
き
、
往
々
に

し
て
、
私
た
ち
の
社
会
は
恐
怖
と
暴
力
に
支
配
さ

れ
る
専
制
政
治
に
陥
り
、
政
府
に
批
判
的
な
言
動

を
行
え
ば
、
投
獄
や
虐
殺
さ
れ
る
経
緯
を
辿
っ
て

き
た
。
英
国
の
思
想
家
Ｊ
・
ア
ク
ト
ン
は
「
絶
対

的
権
力
は
絶
対
に
腐
敗
す
る
」
と
い
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
独
裁
の
弊
害
は
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
傾
向
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
例
で
は
、
数
百
万
人

規
模
で
無
垢
な
人
々
の
生
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
人
類
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
た

と
え
不
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、「
頭
を
か

ち
割
る
（
暴
力
的
解
決
）」
よ
り
も
、「
頭
数
を
数

Great A
gain

） 

」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
そ
の

不
満
や
怒
り
を
吸
収
し
支
持
を
拡
大
し
た
。
Ｅ
Ｕ

で
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
二
〇
一
〇
年
に
再
任
さ
れ

た
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
は
、言
論
の
自
由
を
制
限
し
、

難
民
を
悪
し
き
者
と
す
る
難
民
政
策
で
国
民
の
支

持
を
得
て
独
裁
色
を
強
め
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

も
、
二
〇
一
五
年
以
降
（
二
〇
二
三
年
十
二
月
ト
ゥ

ス
ク
政
権
誕
生
ま
で
）、
保
守
政
党
「
法
と
正
義
」

政
権
が
、
反
移
民
政
策
を
掲
げ
、
憲
法
裁
判
所
を

含
む
裁
判
所
や
メ
デ
ィ
ア
を
封
じ
込
め
、
言
論
や

集
会
を
監
視
・
規
制
す
る
政
策
を
展
開
し
て
注
目

さ
れ
た
（
注
12
）。
ヒ
ト
ラ
ー
が
用
い
た
手
法
は
、

今
も
な
お
有
効
性
を
維
持
し
続
け
て
い
る
の
だ
。

そ
の
共
通
項
は
、社
会
不
安
が
増
大
す
る
局
面
で
、

不
安
や
恐
怖
を
扇
動
し
、
社
会
を
分
断
し
、
不
遇

な
環
境
で
疎
外
感
を
抱
く
集
団
の
不
満
を
吸
収
す

る
こ
と
で
、
社
会
的
な
支
持
を
取
り
付
け
る
と
い

う
手
法
だ
。
や
が
て
、そ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
は
、

政
権
を
奪
取
す
る
と
、
決
ま
っ
て
政
府
を
監
視
す

る
メ
デ
ィ
ア
や
裁
判
所
を
手
中
に
収
め
、
政
治
的

ラ
イ
バ
ル
を
貶
め
、
自
分
に
都
合
の
よ
い
選
挙
制

度
を
創
出
し
て
、
独
裁
を
確
立
し
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
独
裁
の
芽
は
、
い
ず
れ
の
社
会
に
も
必
ず

存
在
す
る
。

４
．
な
ぜ
、
民
主
主
義
な
の
か



が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧
困
も
差
別
も
な
い
公
正
か

つ
公
平
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
民
主
主

義
社
会
を
維
持
す
る
大
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
、
行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
に
よ
る
極
端

な
富
の
偏
在
は
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

誰
か
を
何
ら
か
の
属
性
で
括
っ
て
偏
見
や
差
別
の

対
象
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
す
べ
て
の
人

が
、
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
な

け
れ
ば
、
早
晩
、
民
主
主
義
は
新
た
な
独
裁
の
危

険
に
晒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
公
正
か
つ

公
平
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人
一

人
、
す
べ
て
の
人
間
が
他
人
事
に
せ
ず
我
が
事
と

し
て
、
絶
え
間
な
く
、
現
代
社
会
が
本
当
に
公
正

か
つ
公
平
で
あ
る
か
を
検
証
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
社
会
の
中
で
弱
い
立
場
の
人
々
の
権
利

保
障
や
、
人
間
と
し
て
の
最
低
限
の
生
活
を
実
現

す
る
公
共
財
の
公
正
な
配
分
へ
の
配
慮
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
で
「
弱
者
」

と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、「
弱
者
」
で
あ
る
が
ゆ
え

に
不
利
益
を
被
ら
な
い
社
会
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
社
会
が
不
況
等
で

不
安
定
に
な
る
と
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
に
よ
っ
て
社
会

を
分
断
し
、
極
端
に
排
外
主
義
的
な
政
策
で
自
ら

の
求
心
力
を
高
め
る
指
導
者
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
私

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
社
会
の
分
断
を
生
ま
な
い

た
め
に
、常
に
、「
対
話
」
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
異
な
る
意
見
の
持
ち
主
で
あ
っ
て
も
、
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
的
寛
容
と
自
制
心
を

も
っ
て
、
相
互
理
解
を
目
指
し
て
歩
み
寄
り
を
忘

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、「
民
主
主

義
＝
多
数
決
」
と
い
う
議
論
に
簡
単
に
与
す
る
の

で
は
な
く
、
た
と
え
最
後
は
多
数
決
に
よ
る
と
し

て
も
、
最
後
ま
で
少
数
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

相
互
に
納
得
の
い
く
落
と
し
所
を
探
る
「
対
話
」

が
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
多

く
の
時
間
と
労
力
が
か
か
る
と
批
判
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
長
期
的
な
時
間
軸
で
捉
え
れ
ば
、
結
果
的

に
は
、
分
断
よ
り
も
共
存
の
方
が
は
る
か
に
私
た

ち
の
自
由
な
社
会
へ
の
負
荷
は
少
な
く
な
る
は
ず

で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
公
正
か
つ
公
平
な
社
会
の
実

現
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
社
会
に
「
忘
れ
去
ら
れ

た
人
々
（
モ
ッ
ブ
）」
を
生
み
出
さ
な
い
努
力
、

す
な
わ
ち
、
何
よ
り
、
こ
の
社
会
か
ら
誰
も
取
り

残
す
こ
と
が
な
い
公
正
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
だ
。
他
者
を
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
包
摂
す
る
こ
と
を
目
指
す

べ
き
だ
。
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
少
数
派
の

人
々
が
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
絶
望

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人

が
民
主
主
義
を
守
っ
て
き
た
と
い
う（
注
13
）。「
柔

ら
か
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」
と
は
、
相
互
的
寛
容
と

組
織
的
自
制
心
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
相
互
的
寛
容
と
は
、
ど
れ
だ
け
激
し
く
政
治

的
に
対
立
し
て
も
、
た
と
え
相
手
の
主
張
に
同
意

で
き
な
く
て
も
、
そ
の
対
立
相
手
を
自
分
と
同
様

に
公
正
な
権
利
を
も
っ
た
主
体
と
し
て
受
容
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

組
織
的
自
制
心
と
は
、
法
律
の
規
定
に
は
違
反
し

な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
そ
の
精
神
に
反
す
る
行

為
を
避
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
合

法
だ
と
し
て
も
、
法
律
違
反
ギ
リ
ギ
リ
の
卑
怯
な

手
段
や
戦
術
を
控
え
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
が

求
め
ら
れ
る
（
注
14
）。

現
代
の
よ
う
に
多
様
化
し
た
社
会
で
は
、
様
々

な
人
々
が
と
も
に
共
同
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
相
互
の
価
値
を
尊
重
し
合
え
る
寛
容
性

が
何
よ
り
大
切
と
な
る
。
相
手
を
自
分
と
同
様
に

尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
ず
と
相
手
に
尊

大
な
態
度
は
控
え
、
自
制
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
が
ま
ず
民

主
主
義
社
会
の
根
底
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
民
主
主
義
社
会
で
は
、
絶
対
的
価
値
は

存
在
せ
ず
、
す
べ
て
の
価
値
が
相
対
的
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
何
が
正
し
い
政
策
な
の
か
は
、

徹
底
し
た
「
対
話
」
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
の
だ
。



（
注
12
）
東
洋
経
済
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
発
に
映
る
Ｅ
Ｕ
の
揺
ら

ぎ
」、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
一
日
参
照
。

https://toyokeizai.net/articles/-/633635

（
注
13
）
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ビ
ツ
キ
ー
、
ダ
ニ

エ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ッ
ト
著
（
濱
野
大
道
訳
）『
民
主

主
義
の
死
に
方
』
新
潮
社
、
二
〇
一
八
年
、
一

三
二
頁
参
照
。

（
注
14
）
同
一
三
三-

一
三
八
頁
参
照
。

※
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
二
〇
二
四
年
七
月
十
一
日
時
点

の
も
の
で
あ
る
。

照
。

https://w
w

w
 3.nhk.or.jp/new

s/
htm

l/20220408/k10013572431000.htm
l

（
注
３
）
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
他
『
ト
ッ
ド

人
類
史
入
門
』
文
春
新
書
、
二
〇
二
三
年
、
三

七
頁
以
下
参
照
。

（
注
４
）
宇
野
重
規
『
民
主
主
義
と
は
何
か
』
講

談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
〇
年
、
二
五
―
二
六

頁
参
照
。

（
注
５
）V

-dem
 Institute, D

em
ocracy R

eport 

2022: A
utocratization C

hanging N
ature?

https://v-dem
.net/m

edia/publications/
dr_2022.pdf

（
注
６
）
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
著
（
市
原
麻
衣

子
訳
）『
浸
食
さ
れ
る
民
主
主
義
』
勁
草
書
房
、

二
〇
二
二
年
参
照
。

（
注
７
）V

-dem
 Institute, supra note5, p.14.

（
注
８
）
宇
野
・
前
掲
注
（
４
）
四
八
頁
参
照
。

（
注
９
）
石
田
勇
治
『
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』

講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
五
年
参
照
。

（
注
10
）
宇
野
・
前
掲
注
（
４
）
二
〇
七
頁
以
下

参
照
。

（
注
11
）
フ
ラ
ン
ク
・
パ
ブ
ロ
フ
著
（
藤
本
一
勇
訳
）

『
茶
色
の
朝
』
大
月
書
店
、
二
〇
〇
三
年
の
他
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
詩
「
彼
ら
が
最

初
共
産
主
義
者
を
攻
撃
し
た
と
き
」
も
参
照
。

た
ち
は
、
歴
史
の
教
訓
を
思
い
返
し
、
独
裁
者
の

退
場
を
求
め
て
声
を
上
げ
る
勇
気
を
持
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
他
の
誰
で
も
な
い
、
す
べ
て
の
人

が
一
人
一
人
民
主
主
義
を
守
る
気
概
を
も
っ
て
、

独
裁
と
闘
い
続
け
る
姿
勢
が
重
要
と
な
る
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
自
由
で
開
か
れ
た
民
主
主
義
社
会
を

維
持
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
他
者
へ
の
配
慮
や

公
正
か
つ
公
平
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
日
々
の

努
力
を
継
続
し
て
い
く
ほ
か
な
い
の
だ
。
こ
れ
こ

そ
が
、
長
い
人
類
の
歴
史
の
中
で
、
動
態
的
に
絶

え
ず
昇
華
さ
れ
、
淘
汰
さ
れ
て
き
た
民
主
主
義
の

理
念
型
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
民
主
主
義
社
会
の
実
現
こ
そ
が
私
た
ち
が
目

指
す
べ
き
「
真
実
」
と
し
て
帰
結
さ
れ
よ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

（
注
１
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
ニ
ュ
ー
ス
ナ
ビ
「
プ
ー
チ

ン
大
統
領
演
説
全
文
」
参
照
。

https://w
w

w
3.nhk.or.jp/new

s/special/
international_new

s_navi/articles/
detail/2022/10/18/26228.htm

l

（
注
２
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
国
連
人
権

理
事
会
ロ
シ
ア
の
理
事
国
資
格
停
止
の
決
議

を
採
択
」（
二
〇
二
二
年
四
月
八
日
）
二
〇
二
二

年
四
月
七
日
国
連
人
権
理
事
会
に
お
け
る
ロ
シ

ア
の
理
事
国
資
格
停
止
に
関
す
る
採
決
を
参


